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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動に

より減速しましたが、政府の金融及び経済政策を背景とした企業収益の改善や設備投資の増加などにより、景気は

緩やかな回復基調で推移いたしました。また、当社の売上高前年比においても、４月 85.1%、５月 94.3%、６月 

101.3%、当第１四半期累計期間 93.3%と、駈け込み需要の反動減から、回復基調の流れとなりました。 

 このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、社会

のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指して、当連結会計年度の計画を推進してまいりました。 

 実施した施策は、以下のとおりです。

① 「スタジオマリオ」を１店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を１店、合計２店出店しました。退

店は１店です。「Apple正規サービスプロバイダ認定店」の移転出店に伴う退店です。

② スマートフォンの販売店舗数を当第１四半期連結累計期間で７店増やし420店に拡大しました。また、取扱

いキャリアは、ドコモを56店増加し411店に、ａｕを26店増加し117店に、ソフトバンクは２店増加し314店

に拡大しました。

③ 「魔法のアルバム体験キャンペーン」として、イヤーアルバム10％ＯＦＦのキャンペーンを実施しました。

店頭での「おまかせ体験」（お客さまの「写真選び」のお手伝い）を通じて、イヤーアルバムの良さや作

る楽しさを味わっていただき、プリントの増加につなげております。

④ 市場の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進しております。平成26年４月に、連結子会社㈱ビコムキタ

ムラが運営するＴＳＵＴＡＹＡ中津店と、カメラのキタムラ中津店を移転し統合しました。さらに、スタ

ジオマリオを新規併設出店しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は消費税増税前の駆け込み需要等

の反動もあり、30,780百万円（前年同期比6.9％減）の減収となりました。利益面では売上高減少により、営業損

失1,199百万円（前年同期は777百万円の営業損失)、経常損失1,169百万円（前年同期は751百万円の経常損失）、

四半期純損失1,428百万円（前年同期は1,047百万円の四半期純損失）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

（店舗販売）

 取扱店舗数の増加によりアップル製品修理サービスの売上が増加しましたが、プリント部門、デジタル一眼レ

フ等のカメラ販売が伸び悩んだことにより売上高が減少しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は27,132百万円（前年同期比6.7％減）となり、704百万円の

セグメント損失（前年同期は458百万円のセグメント損失）となりました。

 

（レンタル）

 ＤＶＤ・ＣＤレンタル及びＣＤ販売等が減少したことにより、売上高が減少しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は1,185百万円（前年同期比2.7％減）となり、１百万円のセ

グメント損失（前年同期は44百万円のセグメント利益）となりました。

 

（服飾卸販売）

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」の卸販売が減少したことにより、売上高が減少しまし

た。しかしながら、ロイヤリティー事業の収益増加により利益が増加しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は379百万円（前年同期比9.5％減）となり、36百万円のセグ

メント利益（前年同期比6.3％増）となりました。

 

（写真卸販売）

 主となる写真卸販売の減少により、売上高が減少しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は1,035百万円（前年同期比1.0％減）となり、66百万円のセ

グメント損失（前年同期は17百万円のセグメント損失）となりました。

 

（その他）

 医療用機器等の販売が消費税増税後の反動により、売上高が減少しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間での売上高は1,047百万円（前年同期比19.1％減）となり、35百万円の

セグメント利益（前年同期比41.2％減）となりました。

- 2 -

㈱キタムラ(2719) 平成27年３月期　第１四半期決算短信



 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は57,714百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,466百万円減少しま

した。これは主に受取手形及び売掛金が5,302百万円、現金及び預金が2,284百万円、未収入金が1,204百万円減

少したこと等によるものであります。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は39,883百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,783百万円減少し

ました。これは主に短期借入金が2,500百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が6,735百万円、１年内返済

予定の長期借入金及び長期借入金が2,075百万円、未払法人税等が524百万円減少したこと等によるものでありま

す。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は17,830百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,683百万円減少し

ました。これは主に利益剰余金が1,713百万円減少したこと等によるものであり、この結果自己資本比率は

30.7％（前連結会計年度末は29.4％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月12日公表の「平成26年３月期決算短信」に修正はござ

いません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を複数割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が91百万円減少し、利益剰余金が59百万円増

加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞ

れ17百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,486 5,201 

受取手形及び売掛金 11,138 5,835 

商品 13,084 12,989 

原材料及び貯蔵品 738 683 

前払費用 633 722 

繰延税金資産 532 532 

未収入金 3,280 2,076 

その他 272 643 

貸倒引当金 △91 △90 

流動資産合計 37,074 28,593 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,125 14,406 

減価償却累計額 △10,198 △10,277 

建物及び構築物（純額） 3,926 4,129 

機械装置及び運搬具 1,237 1,257 

減価償却累計額 △972 △994 

機械装置及び運搬具（純額） 264 263 

工具、器具及び備品 7,930 7,950 

減価償却累計額 △6,361 △6,380 

工具、器具及び備品（純額） 1,569 1,570 

土地 5,334 5,334 

リース資産 1,692 2,095 

減価償却累計額 △429 △522 

リース資産（純額） 1,262 1,572 

建設仮勘定 332 0 

有形固定資産合計 12,690 12,869 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,730 1,776 

その他 791 935 

無形固定資産合計 2,522 2,712 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,518 1,515 

長期貸付金 40 39 

長期前払費用 240 234 

繰延税金資産 1,522 1,476 

敷金及び保証金 9,150 9,044 

仕入先長期積立金 1,410 1,210 

その他 68 67 

貸倒引当金 △58 △50 

投資その他の資産合計 13,893 13,538 

固定資産合計 29,106 29,121 

資産合計 66,180 57,714 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,551 10,815 

短期借入金 200 2,700 

1年内返済予定の長期借入金 7,155 6,283 

未払法人税等 671 147 

未払消費税等 369 429 

未払費用 2,351 2,313 

賞与引当金 907 1,367 

役員賞与引当金 29 － 

その他 3,407 2,859 

流動負債合計 32,643 26,917 

固定負債    

長期借入金 7,896 6,693 

役員退職慰労引当金 616 630 

退職給付に係る負債 3,823 3,745 

商品保証引当金 388 327 

資産除去債務 139 158 

その他 1,158 1,410 

固定負債合計 14,023 12,966 

負債合計 46,667 39,883 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金 2,604 2,604 

利益剰余金 14,060 12,346 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 19,504 17,791 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 134 145 

退職給付に係る調整累計額 △207 △191 

その他の包括利益累計額合計 △73 △46 

少数株主持分 82 85 

純資産合計 19,513 17,830 

負債純資産合計 66,180 57,714 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 33,065 30,780 

売上原価 21,668 19,853 

売上総利益 11,397 10,926 

販売費及び一般管理費 12,174 12,125 

営業損失（△） △777 △1,199 

営業外収益    

受取利息 2 2 

受取配当金 5 9 

受取手数料 22 20 

仕入割引 31 30 

その他 28 32 

営業外収益合計 90 95 

営業外費用    

支払利息 51 43 

支払手数料 8 8 

売上割引 1 1 

持分法による投資損失 － 8 

その他 2 3 

営業外費用合計 64 65 

経常損失（△） △751 △1,169 

特別損失    

持分変動損失 － 23 

固定資産除却損 29 10 

減損損失 32 12 

特別損失合計 61 46 

税金等調整前四半期純損失（△） △813 △1,216 

法人税等 233 209 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,046 △1,425 

少数株主利益 1 2 

四半期純損失（△） △1,047 △1,428 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,046 △1,425 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5 11 

退職給付に係る調整額 － 15 

その他の包括利益合計 5 27 

四半期包括利益 △1,040 △1,398 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,042 △1,400 

少数株主に係る四半期包括利益 1 2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ｉ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 29,088 1,218 419 1,045 31,770 1,294 33,065 － 33,065 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 23 27 50 － 50 △50 － 

計 29,088 1,218 442 1,073 31,821 1,294 33,116 △50 33,065 

セグメント利益又は損失（△） △458 44 34 △17 △398 60 △338 △413 △751 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△413百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△413百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額△０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 27,132 1,185 379 1,035 29,732 1,047 30,780 － 30,780 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 12 97 110 － 110 △110 － 

計 27,132 1,185 391 1,133 29,843 1,047 30,891 △110 30,780 

セグメント利益又は損失（△） △704 △1 36 △66 △736 35 △701 △468 △1,169 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△468百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△458百万円、

持分法による投資損失△８百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額△１百万円が含

まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17

日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び

退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務

及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を複数割引率へ変更しております。

 この変更に伴い、当第１四半期連結累計期間のセグメント損失が、「店舗販売事業」で17百万円減少してお

ります。

 

 

- 9 -

㈱キタムラ(2719) 平成27年３月期　第１四半期決算短信


	平成27年3月期 第1四半期決算短信サマリ_20140804
	短信1406_20140807142536



